
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＨｅｘａｇｏｎａｌＯＤＦのＸ軸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年 10月１５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＨｅｘａｇｏｎａｌのＯＤＦする場合、Ｘ軸の取り方で、結晶方位が異なります。 

   ご使用のＯＤＦのＸ軸の確認が必要です。 

   本資料では、ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＭＴＥＸ，ＡＴＥＸを比較、対策を行います。 

 

Ｘ軸の取り方 Ａ－Ｔｙｐｅ 

   

 

  

 

 

 

 



Ｘ軸の取り方 Ｂ－Ｔｙｐｅ 

 

 

 

 

 

 φ２が３０度シフトします。 

 

 

 

 

 



同一データを解析した場合（ＬａｂｏＴｅｘは切り替え可能） 

ＬａｂｏＴｅｘ     ＴｘＴｏｏｌｓ 

 

ＭＴＥＸ                      ＡＴＥＸ 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓはＡ－Ｔｙｐｅ 

ＭＴＥＸ，ＡＴＥＸはＢ－Ｔｙｐｅでファイルが作成されています。 

ＬａｂｏＴｅｘは、ソフトウエア内でＡ－Ｔｙｐｅ，Ｂ－Ｔｙｐｅが切り替えられ、ファイルも作成されるが、 

他のＯＤＦでは切り替えが不明 

 

この為、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで切り替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓの切り替え 

  

ＭＴＥＸの切り替え 

  

ＡＴＥＸの切り替え 

  

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓの切り替え例 

  

 

 

 

尚、Ａ－Ｔｙｐｅ＜――＞Ｂ－Ｔｙｐｅ，３指数＜――＞４指数変換は、 

ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔソフトウエアを参考にして下さい。 

 

 

 



ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔソフトウエア 

  

  


